
地球温暖化防止実行計画

平成２１年１１月

北陸貨物運輸株式会社



１．事業内容

一般貨物運送事業

敷地面積 トラック台数

本社、泉本町営業所 ３，５９８㎡ ４９台

白山営業所 ６，７１１㎡ ５９台

西インター営業所 １，９９９㎡ ９台

当社は『信用は無限の資本なり』の社訓を信条として活動し、事業にあたって

は、『物流』という業務を通じて、地域社会の発展と地域社会作りに貢献するこ

とを企業理念といたしております。

２．計画の目的

物流業はその業務特性上、公道を利用し、多くの車両を使用します。その結

果、少なからず交通安全に対するリスクを発生させ、さらに環境負荷を与えて

おり、安全が確保され、環境負荷を軽減して初めて本業である事業が行えるこ

とから『安全と環境』が企業の社会的責任であると考えております。

そのため、当社は社会の一員として持続的に事業を展開するために地球環境

の保全が責務であると認識し、環境保全を企業の社会的責任（CSR）の一環と
して全組織をあげて積極的に取り組みます。

３．計画期間

地球温暖化防止実施計画は当社の環境マネジメントシステム（ISO１４００
１）の実施計画と一体で取り組むため、今回の計画期間は平成２２年１月１日

より平成２２年１２月３１日までの１カ年とします。

４．計画の範囲

この計画の範囲とする事業活動は次のとおりとする。

この計画の適用は当社が認証取得している ISO１４００１と同じ範囲（本社、
泉本町営業所における事業活動）とする。

・ 本 社 金沢市泉本町４丁目１８番地

・泉本町営業所 金沢市泉本町４丁目１８番地



５．温室効果ガスの排出量の現況

（１）平成１９年～２０年度温室効果ガス排出状況

平成１９年度

項 目 使 用 量 二酸化炭素排出量 排出割合

電気使用量 ２７，８３６ kwh １５，４４９kg ０．５％

ガソリン ２，９１２ ℓ ６，７５６kg ０．２％

軽 油 １，０６１，８０７ ℓ ２，７８１，９３４kg ９９．０％
灯 油 １，９６８ ℓ ４，９００kg ０．２％

LPGガス ２８１ kg ８４３kg ０．１％

計 ２，８０９，８８２kg １００．０％

平成２０年度

項 目 使 用 量 二酸化炭素排出量 排出割合

電気使用量 ２８，９９８ kwh １６，０９４kg ０．６％

ガソリン ２，６２６ ℓ ６，０９２kg ０．２％

軽 油 ９９０，０２０ ℓ ２，５９３，８５２kg ９９．０％
灯 油 １，４７１ ℓ ３，６６３kg ０．１％

LPGガス ３０９ kg ９２７kg ０．１％

計 ２，６２０，６２８kg １００．０％

（２）温室効果ガス排出原因分析

当社の事業活動における温室効果ガスの排出原因はトラック輸送に係る燃料

（主に化石燃料、軽油・ガソリン）使用が主なものであり、総排出量の９９パ

ーセントを占めています。

６．コピー用紙、廃棄物、水道使用量の現況

（１）平成１９年～平成２０年度コピー用紙の購入量

平成１９年度 平成２０年度

A3 ５００枚 ０枚

A4 ２５，０００枚 ２２，５００枚

B4 １，５００枚 ２，０００枚

B5 ７，５００枚 ５００枚

合計 ３４，５００枚 ２７，０００枚



（２）平成１９年度～平成２０年度廃棄物の現況

廃棄物の種類および排出量

廃棄物の種類 平成１９年度 平成２０年度

産業廃棄物 汚泥 １，６９０ｋｇ ０

廃油 ２，０００ ℓ １，１００ ℓ

廃プラッスチック ８０ｋｇ １，３１０ｋｇ

金属くず ４０ｋｇ ６ｋｇ

廃タイヤ ６，１１５ｋｇ ３，１６３ｋｇ

その他 ３，３４０ｋｇ ５，１５６ｋｇ

一般廃棄物 紙類 ５５０ｋｇ ５４０ｋｇ

その他 １，０７０ｋｇ １，０８５ｋｇ

（３）平成２０年度水道使用量の現況

自家用井戸のため、上水道の利用なく、使用量については不明である。

７．二酸化炭素排出量等の削減目標

平成２０年度の排出量を基準として削減目標を次のとおり設定する。

（なお、削減目標を設定するにあたって二酸化炭素排出量はトラック１台

あたり二酸化酸素排出量を基準とする）

平成１９年 平成２０年 平成２２年 削減率

二酸化炭素排出量

（総量）

2,809,882kg 2,620,628kg 2,568,215kg ２．０％ 

二酸化炭素排出量

（１台あたり）

56,198kg
（50台）

52,413kg
（50台）

51,365kg
（49台）

２．０％ 

８．削減のための取り組み

（１）軽油、ガソリン

①定期的な車両点検整備を実施する。（保守管理の徹底）

②エコドライブ１０のすすめ（エコドライブ推進協議会）を実践する。

③低燃費車の導入（用途に最適な車両及び仕様の選定）

④燃費の管理の実施（個人別燃費管理）



（２）LPGガス、灯油
①室温の適正管理の徹底

②暖房機器の定期点検整備

（３）電気

①非使用時不要場所の消灯及び間引きを徹底

②冷暖房の基準温度設定による効率の良いエアコン運転

９．その他の環境対策

（１）紙・水使用量の削減

①両面印刷、両面コピーの推進

②社内文書は使用済み用紙の裏側利用の促進

③使用済み封筒の再利用を促進

④年間削減目標をコピー機に貼付、利用者へ意識付けを行う

（２）廃棄物の削減

①分別廃棄の PRと実行（燃えるゴミ、燃えないゴミ、プラスッチク類等）
②リサイクルを推進する。

（３）その他

①低燃費車や省エネ機器の導入

デジタルタコグラフ

導風板

最新規制適合車の導入

②地域社会との協調、本社周辺道路の美化運動の推進



１０．計画の推進体制

（１）組織

経営者

ISO管理責任者

ISO事務局

各部門長及び事務局

全従業員及び当社内で働く全ての人

（２）社員への研修

①新入社員 ISO教育
②清掃活動

③構内の整理整頓


